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Adminパスワードの変更
Cisco UCS Directorへの初回ログイン後に、デフォルトの管理者ユーザパスワードを変更する
ように求められます。2回目以降のログイン時に管理者ユーザのパスワードを変更するには、
次の手順に従います。

ステップ 1 [Administration] > [Users and Groups]の順に選択します。

ステップ 2 [ユーザとグループ（Users and Groups）]ページで [ユーザ（Users）]をクリックします。

ステップ 3 デフォルトのパスワードを変更する管理者ユーザの行を選択します。

ステップ 4 [その他のアクション（MoreActions）]ドロップダウンリストから [パスワードの変更（Change Password）]
を選択します。

ステップ 5 [パスワードの変更（Change Password）]画面で、古いパスワードを入力してから、新しいパスワードを入
力し、その新しいパスワードを確認します。

ステップ 6 [Save（保存）]をクリックします。

ライセンスの更新

始める前に

圧縮されたライセンスファイルを電子メールで受け取った場合は、展開してライセンス（.lic）
ファイルをローカルマシンに保存します。
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ステップ 1 [Administration] > [License]の順に選択します。

ステップ 2 [ライセンス（License）]ページで [ライセンスキー（License Keys）]をクリックします。

ステップ 3 [Update License]をクリックします。

ステップ 4 [ライセンスの更新（Update License）]画面で、次のいずれかを実行します。

a) ローカルシステムから .licファイルをドロップするか、または [ファイルの選択（Select a File）]を
クリックして .licファイルの保存先ロケーションに移動します。

ファイルをアップロードする代わりにライセンステキストを入力するには、[ライセンステキストの入
力（Enter License Text）]チェックボックスをオンにし、[ライセンステキスト（License Text）]フィー
ルドにライセンステキストを入力します。

b) [Submit]をクリックします。`

ライセンスファイルが処理されて、更新の成功を確認するメッセージが表示されます。

Shelladminでのネットワークインターフェイスの設定
この手順は任意です。

ステップ 1 shelladminユーザクレデンシャルで Cisco UCS Director VMコンソールにログインします。

導入後に初めて ShellAdminにログインした場合は、デフォルトのパスワードを変更するよう求められま
す。

ステップ 2 [Configure Network Interface] を選択します。

ステップ 3 Do you want to Configure DHCP/STATIC IP [D/S]プロンプトで、次のどちらかを入力します。

• DHCPが有効である場合、Dを入力します（IPアドレスが自動的に割り当てられます）。
•スタティック IPを設定するには、Sを入力してから、次のプロンプトで設定するインターフェイスを
選択します。その後 IPv4または IPv6を選択するオプションが表示されます。続いて、選択されたイ
ンターフェイスと IPのバージョンの確認が行われます。[Y]を選択して続行します。次の詳細を入力
します。

• IPアドレス

•ネットマスク

• Gateway

• DNS Server 1

• DNS Server 2
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ステップ 4 プロンプトが表示されたら、承諾します。

最大パケットサイズの変更
Cisco UCSDirectorデータベースクエリのデフォルトの最大パケット（クエリ）サイズは 4MB
です。より大きいサイズが1つ以上のポッドで必要となる場合は、最大パケットサイズの設定
を 100 MBに増やすことをお勧めします。たとえば、大きいオープンオートメーションモ
ジュールのインポートには、通常、より大きいパケットサイズが必要となります。

Multi-Nodeの設定の場合は、この設定をインベントリデータベースノードとモニタリングデー
タベースノードで実行します。

（注）

ステップ 1 shelladminで、[Rootでログイン（Login as Root）] を選択して、Cisco UCS Directorにログインします。

ステップ 2 /etcフォルダに移動します。

ステップ 3 my.cnfファイルを開き、max_allowed_packetパラメータを探します。

ステップ 4 max_allowed_packetパラメータの値を max_allowed_packet=100Mに変更します。

ステップ 5 my.cnfファイルを保存します。

ステップ 6 shelladminで、次のように、すべてのノードの Cisco UCS Directorサービスを停止して再開します。

a) [サービスの停止（Stop services）] を選択します。
b) すべてのサービスが停止していることを確認するには、[サービスのステータスを表示（Display

services status）]を選択します。

c) ノードのすべてのサービスが停止した後、[サービスの開始（Start services）] を選択します。
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